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入院基本料に関する議論について

入院基本料

特定
入院料

入院料①

入院料②

○入院医療における施設・人員等に関する国際比較について
○入院基本料の中に含まれると考えられるものについて

○入院基本料の種類とその内容について

○精神病棟入院基本料について
○病棟における看護師等の配置の評価について
○その他

○亜急性期における入
院について

小児・救急等 入院基本料等加算
個別テーマで議論
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国名 医師数
（病床百床当たり）

医師数
（人口千人当たり）

看護職員数

（病床百床当たり）

看護職員数
（人口千人当たり）

日本
１４．３

（２００４）
２．０

（２００４）
６３．２

（２００４）

９．０

（２００４）

ドイツ ４０．３ ３．４ １１５．１ ９．７

フランス ４５．６ ３．４ １０３．１ ７．７

イギリス ６１．６ ２．４ ２３２．７ ９．１

アメリカ ７５．９ ２．４
２３３．０
（２００２）

７．９
（２００２）

医療提供体制の各国比較（２００５年）

（出典）：「OECD Health Data ２００７」
※ 病床百床当たり医師数、病床百床当たり看護職員数については医師数、看護職員数を病床数で単純に割って百をかけた数値である。
※ 平均在院日数の算定の対象病床はOECDの統計上、以下の範囲となっている。

日本：全病院の病床 ドイツ：急性期病床、精神病床、予防治療施設及びリハビリ施設の病床（ナーシングホームの病床を除く）
フランス：急性期病床、長期病床、精神病床、その他の病床 イギリス：NHSの全病床（長期病床を除く）
アメリカ：AHA（American Hospital Association)に登録されている全病院の病床



人口あたり病院従事者数の国際比較

病院従事者数をG7で比較すると、日本は１３．４で中位である。
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人口あたり臨床医師数の国際比較
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臨床医師数を国際比較すると、日本は人口千人当たり2.09人で最下位である。
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人口あたり看護職員数の国際比較
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就業看護師数は、日本は人口千人当たり9.35人で中位である。
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人口あたり就業薬剤師数の国際比較
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就業薬剤師数は、日本は人口千人当たり1.36人である。
ただし、病院・診療所で就業している薬剤師は人口千人当たり0.38人。
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人口10万人あたり理学療法士の国際比較

世界理学療法士連盟・日本理学療法士協会データ
「世界各国の理学療法士数、男女比、教育、臨床について（2003年のデータ）」より
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人口10万人あたり作業療法士の国際比較
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２００３年データ
日本作業療法士協会現職者研修会：
世界作業療法士連盟（WFOT）日本作業療法士協会 代表冨岡詔子 資料より作成
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人口あたり総病床数の国際比較
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総病床数は人口千人当たり14床となっており、諸外国と比較して多い。
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人口あたり急性期病床数の国際比較
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急性期病床数は人口千人当たり8.2床となっており、諸外国と比較して多いが、経年的にみる
と減少傾向を示している。
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(OECD health data 2009)

注）急性期病床

・出産、精神以外の治療、けがの治療、手
術の提供、症状緩和（精神科疾患、癌以
外）等を提供する病床。

・精神病床、リハビリテーション病床、療養
病床、緩和ケア病床を除く



病院ごと職員配置の例

病院名 ドイツF病院 フランスH.D病院 国立T病院

病床 924 329 367

平均在院日数 7.79日 4.86日 15.8日

医師（人） 289.5 241 67

レジデント ｲﾝﾀｰﾝ96 9

看護師 684.2 1146 327

看護助手 3

パラメディカル
（PT,OT等)

301.5 15 55

栄養士 3

ハウスキーパー 8.2

その他 483.1 326 42

職員/病床 1.9 5.54 1.4

看護師/病床 0.74(看護助手を含む) 3.48(看護助手を含む) 0.9

（厚生労働省保険局医療課調べ）
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平均在院日数の国際比較
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